
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 宮原 中学校 ）     学校番号 ２２７                                    【様式】 
学 校 教 育 目 標 校訓「夢ひとすじに」 ○学び ○磨き ○鍛え ○羽ばたけ        

目 指 す 学 校 像 歴史と伝統を継承し、生徒一人ひとりが「夢と希望」「自信と誇り」をもてる教育を推進する学校        

          

重 点 目 標 

１ 「わかる」「できる」を実感できる授業を行うため、ＩＣＴを効果的に活用した授業の改善 
２ いじめをなくす人権意識の育成と一人ひとりのよさを見出し認め、伸ばす指導の推進 
３ 地域、保護者から信頼される学校づくりの推進 
４ 施設・設備の点検、修繕による安心、安全な生活、学習環境の確保 
５ キャリア段階に応じた教職員の資質向上と教職員事故を未然に防ぐ取組の実践 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和８年２月２０日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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（現状） 
○全国学力・学習状況調査では、国語、数学とも
に、ほぼ市の平均と同じ。 

○ＩＣＴを効果的に活用した学習については、意
欲的に取り組む生徒が多く、授業では自信をも
って発表できる生徒が多い。 

○運動や合唱に、熱意をもって取り組むことがで
きる。 

（課題） 
○全国学力学習状況調査の結果より、国語の「言
語の特徴や使い方に関する事項」に改善の余地
がある。 

○生徒アンケートの結果より、家庭学習の習慣に
課題がある。 

・「わかる」
「できる」を実
感できる授業実
践による学力向
上 

①学習内容への関心意欲向上を図るた
め、取り組む課題や課題の取り組ま
せ方を工夫改善する。 

②学習内容を振り返るとともに、繰り返
し学習する機会を設定する。 

③自分の考えを説明する活動を重視し、
生徒同士が学び合う機会を設定す
る。 

④合唱やものづくり等の体験活動を通し
て豊かな情操を育成する。 

①学びの指標アンケート評価の維持向上 
R6 主体的な学び 3.29(市 3.13) 
   探求的な学び 3.26(市 3.22) 
②振り返りの時間、繰り返し学習する機
会を設定できたか。 

③考えを説明する活動が設定できたか。 
④校歌を大切にし、誇りをもって歌うこ
とができる生徒を育成できたか。 

①学びの指標アンケート 
 R7 主体的な学び 3.30（市 3.13） 
   探求的な学び 3.27（市 3.22） 
②③振り返り、くり返し学習する機会、考

えを説明する活動を適所に授業に設定し
た。 

④始業、終業式に校歌を練習する時間を加
えることで、校歌を大切にする気持を育
んだ。 

Ａ 

①②③ 
ＡＩ推進校の委嘱を受け、教科指導への有効
な利活用について研究実践を行うことで、生
徒の主体的な学び、探求的な学びの向上を図
る。また、学習評価の在り方について研修を
深め信頼性、妥当性のある評価を目指す。 
④引き続き、合唱やものづくり等の体験活動
をとして豊かな情操を育成し、生徒の非認知
能力の向上を図る。  

○ＩＣＴ、ＡＩの活用に取り組

まれ先生方の意欲を感じる。 

○生徒が主体的に学習するよう

指導を、家庭を含めて行って

いきたい。 

○ＩＣＴの導入に際して、ＳＮ

Ｓトラブルが増加していると

いう話から、十分に注意して

いただきたい。 

○各クラスとも一体となって合

唱を練習し発表することは非

常によい。 

・ＩＣＴを効果
的に活用した授
業の改善 

①スタディサプリの活用により、理解度
に応じた内容を学習できるようにす
る。 

②他者の考えと比較することで、よりよ
い解決方法を見出すことができるよう
にする。 

①スタディサプリの活用率を向上する。 
R6 9月 48% 10月 74% 11月 60% 12月 51% 
②学びの指標アンケート ICT 活用評価維持 
R6 ICT活用 3.06(市 2.93) 
③ICTを活用した授業公開ができたか。 

①スタディサプリ活用率 
 R7 8月 42% 9月 35% 10月 37% 11月 26% 
②学びの指標アンケート 
 R7 ICT活用 3.12（市 2.93） 
③指導課訪問において ICTを活用した授業公

開を全教員が行った。 

Ｂ 

①②③ 
ＡＩ推進校の委嘱を受け、教科指導への有効
な利活用について研究実践を行うことで、生
徒の主体的な学び、探求的な学びの向上を図
る。 
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（現状） 
○R6 年度学校評価アンケート（生徒）「友達関係
はうまくいっていますか」96.0%「いじめなどを
見逃すことなく、思いやりをもった生活ができ
ていますか」96.6%であった。 

○R6 年度欠席 30 日以上の生徒の割合は 8.6%であ
った。 

（課題） 
○いじめを見逃さず。困り感のある生徒を支援
し、いじめ事案に速やかに対応し、その後の見
届けにより解決に導くこと。 

○個に応じた居場所づくりを推進し、登校するよ
さを味わわせること。 

・いじめをなく
す人権意識の育
成 
 

①週１回生徒指導委員会でいじめ事案の
認知、経過、解消を確認する。 

②SNS 利活用、人権意識向上、いじめ根
絶に係る講演の実施。 

③いじめについて考える学級討議の実
施。 

①いじめ事案解消率が改善できたか。 
 R6(13/17 76.4%) 
②SNS 利活用、人権、いじめ根絶をテー
マとした講演会が実施できたか。 

③いじめについて考える学級討議ができ
たか。 

①いじめ事案解消率 
R6(13/17 76.4%)→R7（9/13 69.2%） 

②校長講話や講師を招聘した講演で、SNS、人権、
いじめをテーマとした講話を実施した。 

③２学期に全クラスで、いじめについて考える学
級討議を実施した。 

Ｂ 

①②③ 
いじめ防止に係る生徒の主体的な取組を支援
し、専門委員会や部活動を中心として、生徒
が自ら考え、自ら行動して、いじめ撲滅に取
り組める活動を実施する。 
いじめ防止の取組の現状について、学校運営
協議会で生徒から報告させる。 

 

○ＳＮＳトラブル対応に積極的

に取り組んでいる。 

○人権意識の向上、いじめ等の

根絶について、生徒指導を引

き続き取り組んでいただきた

い。 

○対応の難しい案件に丁寧に取

り組まれている。教育相談の

対応もしっかりしている。 

・一人ひとりの
よさを見出し、
認め、伸ばす指
導の推進 

①週１回教育相談部会で支援の必要な生
徒への指導方針を確認する。 

②心と生活のアンケート実施時に、全生
徒を対象として二者面談を実施。 

③オンライン授業、タッチ登校、Solaる
ーむ、相談室の活用を通じて、個に
応じた不登校生徒への対応の実施。 

①欠席 30日以上の生徒率が改善できたか。 
 R6 92/1066(8.6%) 
②心と生活のアンケートに係る二者面談を

学期に１回、全生徒と実施できたか。 
③アンケート結果より、生徒の不安が解消
されたと見とれたか。 

①欠席 30 日以上の生徒率 
 R6 92/1066(8.6%)→R7 103/1062(9.7%) 
②二者面談を学期に１回、全生徒に実施できた。 
③欠席 30 日以上の生徒率減少により、学校へ登校

できている生徒が増えたと言える。 
Ｂ 

①②③ 
個に応じた教育の充実を図るため、出席扱い
とするオンライン授業の要件について整理
し、生徒の事情に応じて実施する。 
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（現状） 
○学校だより発行やホームページ更新により、教
育活動を保護者や地域に発信している。 

○コミュニティ・スクールの目標を「地域に愛さ
れる子どもの育成」とし、それぞれの立場から
学校教育に貢献できることに取り組んでいる。 

○コミュニティ・スクールの一環として、「みや
はらまつり」での中学生神輿渡御、レッツ・ジ
ョイン・クリーン活動を実施している。 

（課題） 
○連絡用アプリを活用して、学校だよりや通知を
保護者へ直接送付すること。 

○学校運営協議会に生徒を参加させ、生徒の活用
や学習の現状について熟議すること。 

・教育活動内容
等を周知する機
会を充実する。 

①月１回の学校だより発行。週１回学校
の教育活動を知らせるホームページの
更新。 

②オクレンジャー（連絡用アプリ）を活
用した通知の電子化。 

③学期に１回以上の学校公開日を設定。 

①学校だより月１回発行、ホームページ
の更新週１回ができたか。 

②オクレンジャー（連絡用アプリ）を活
用して通知の電子化ができたか。 

③学期に１回以上の学校公開が実施でき
たか。 

①学校だよりを月１回発行し、HP に掲載した。ま
た、２か月先の主な行事予定について HP へ掲載
した。 

②連絡用アプリを活用して、学校だより、学年だ
より、その他通知を送付した。 

③学期に１回以上、学校公開を実施した。 

Ａ 

①②③ 
保護者や地域の方の目に留まる内容の発信を
心がけ、毎月１回学校だよりを発行する。 
連絡用アプリを、各種たよりの送付や学校の
取組への保護者や地域の方への参加を募るツ
ールとして活用する。 

 

○連絡用アプリの導入は、保護

者の間での評判が高い。 

○地域行事によく参加されてい

る。地域の力になっている。 

○先生方の業務のバランスを取

りながら、みやはらまつりを

初め、地域行事への参加を引

き続きお願いしたい。 

○学校だより等での発信を継続

してください。 

・それぞれの立
場や役割で協働
する学校の教育
活動の推進（コ
ミュニティ・ス
クールの推進） 

①「みやはらまつり」での本校中学生に
よる神輿渡御 

②レッツ・ジョイン・クリーン活動の実
施。 

③学校だよりやホームページにより、地
域と学校の関わりについて保護者へ周
知。 

④学校運営協議会へ生徒を参加させる。 

①「みやはらまつり」中学生神輿渡御を
実施できたか。 

②レッツ・ジョイン・クリーン活動を実
施できたか。 

③学校教育における地域の役割や貢献に
ついて発信できたか。 

④学校運営協議会に生徒を参加させられ
たか。 

①「みやはらまつりで 100 余名の生徒が神輿渡御
に参加した。 

②レッツ・ジョイン・クリーン活動に、300 名余り
の生徒が参加した。 

③学校だよりを月１回発行し、地域に配付した。 
④第２回学校運営協議会で、生徒総会で生徒から
提案された課題と改善策について、「熟議」に
生徒会本部役員を参加させ協議した。 

Ｂ 

①②③ 
生徒の活躍や成長を間近で実感していただく
機会として、地域行事への参加について、生
徒及び教員に加え、保護者の参加も工夫して
募っていく。 
引き続き、学校運営協議会へ生徒を参加させ
る場面を設けていく。 
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（現状） 
○施設が老朽化しているが、子どもの教育活動に
支障のある箇所を優先して、修理、修繕を行っ
ている。 

○ＩＣＴ機器を活用した授業を充実するため、故
障したタブレットには代替機を配付している。 

（課題） 
○教室のドア、トイレの様式化、植栽の剪定、給
食室機器の修理、不要備品の適切な廃棄を、優
先順位を決めて行うこと。 

○熱中症、感染症等に対する対応を適切に行うこ
と。 

・安心、安全な
生活、学習環境
の整備 
 

①月１回の安全点検により、修繕個所を
把握し、予算等を考慮し、優先順位を
決めて修繕を行う。 

②生徒の学校生活の安全、教職員の校務
上の安全を確保するため、教育委員会
と協働して施設整備にあたる。 

③熱中症、感染症の予防し、生徒の健康
に配慮した学習環境を整備する。 

①予算の範囲内で、学校修繕に取り組め
たか。 
②教育委員会と協働して修繕に取り組め
たか。 
③熱中症、感染症の予防策を講じ、生徒
の校内罹患等を押さえることができた
か。 

①エアコン故障時に、修繕までの間、石油ストー
ブをレンタルし、対応するなどの予算執を行っ
た。 

②給食室食洗器、校地内の植栽剪定を、教育委員
会に対応していただいた。 

③熱中症対応として、夏場の部活動実施時間を早
朝、夕方に実施した。また、体育祭開催を５月
に変更した。 

Ｂ 

①②③ 
リフレッシュ工事の延期が決まった。エアコ
ンの対応年数が限界にきていることより、夏
場の空調管理を重点に置いた予算執行が想定
される。柔軟に対応していく。 
植栽の手入れが行き届いていない。充てられ
る予算に限りがあるため、人の手で少しづつ
対応する。  

○「宮原中をよりよくする会」

（生活のきまりを生徒が検討

する委員会）の取組は、生徒

の自律を促すとともに、環境

整備に寄与した評価できる取

組である。 

○予算の範囲で、こまめによく

修繕を行っている。 

○エアコン、剪定等、教育委員

会と協働して取り組んでほし

い。 

・ＩＣＴ機器の
整備、補充によ
る教育環境整備
の推進 

①学習用タブレット端末の持ち帰りを推
進し、自立した学習者の育成に資す
る。 

②破損、故障の対応について速やかに対
応する。教育委員会と連携した代替機
を確保する。 

①学習用タブレットの持ち帰りを実施
し、課題、学習動画視聴等に取り組ま
せることができたか。 

②代替え機の対応を、速やかに行うこと
ができたか。 

①学習用タブレットの持ち帰りを実施し、家庭で
課題に取り組ませることができた。また、生徒
の事情に応じてオンライン授業を実施した。 

②故障に伴う代替え機の対応を速やかに行った。 Ａ 

①②③ 
I-Pad への移行が予定されている。学習利
用、家庭利用のルールづくりや教職員のスキ
ル向上に努める。 

5 

（現状） 
○生徒指導、教育相談、保護者対応について、理
解を深め、適切な実践力を身につけることが必
要とされている。 

○教科指導と評価の関連について理解を深め、質
の高い指導が実践できることが求められてい
る。 

（課題） 
○体験的な活動を通して、生徒の学ぶ意欲の向上
緒図ることについて研究すること 

○ＩＣＴを活用した授業について研修し、その実
践力を培うこと。 

○教職員事故を防止すること。 

・キャリア段階
に応じた教職員
の資質向上 
 

①教職員の年次研修、各種研修への参加
を奨励する。 

②校務に必要な知識、技能を習得するた
め、講師招聘や、校内職員を指導者
とした研修を実施する。 

①プラントを活用した研修受講が、推進
できたか。 

②教職員の日々の校務に関わるニーズに
応じた研修が実施できたか。 

①文科省 AI 推進パイロット校の委嘱を受け、ICT
の活用推進を行った。沖縄、筑波へ研修として
教員を派遣した。 

②ICT に係る研修を教職員の要望により、DX 推進
部を中心に行った。 

Ｂ 

①②③ 
ＡＩ推進校の委嘱を受け、成果を市内で発表
する。 

教職員の経験に応じた研修受講を奨励する。 
ＡＩの教科指導への活用、学習評価を中心と
した京岡獅童に係る研修を充実する。 

 

○啓蒙や継承は大切なことで

す。ＡＩの学習利用など新し

いことへの取組も評価できま

す。 

○先生方ご自身で研修の時間を

作ることは大変なことである

と思いますが、よろしくお願

いいたします。 

・教職員事故を
未然に防ぐ取組
の実践」 

 

①教職員事故防止に係る市教委のテキス
トを活用して、学期に１回研修を実
施する。 

②年間の用務予定に応じて、その時期に
気を付けるべき事故について周知
し、危機管理意識を高める。 

①教職員事故を、未然に防ぐことができ
たか。 

②起こりうる可能性のある事故につい
て、タイムリーに指摘し注意を促すこ
とができたか。 

①大きな教職員事故はなかった。 
②事故可能性の予測に基づき、職務に関する注意喚
起を、各主任を中心に行った。 

Ｂ 

①②③ 
交通事故、文書管理、個人情報の取扱いにつ
いて、とくに注意を払い、定期に研修を行
う。 
生徒指導、教育相談に係る対応として、生徒
や保護者へ対応する際のことばの選び方につ
いて注意を払い、研修を充実する。 
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